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概要

　本研究の目的は、1873年ウィーン万国博覧会（以下、万博）を契機とするラガービール流行の生成過程を、消
費者によるビールの意味づけの変化と、醸造業の供給体制再編との相互関係から実証的に解明することである。
本助成金によりウィーンのオーストリア国家文書館、およびウィーン都市・州立公文書館にて資料調査を実施
し、万博関連資料、国際ビール醸造業者会議の記録、およびクライン・シュヴェヒャト醸造所経営資料を収集、
分析した。研究の結果、ウィーン万博におけるビール醸造業の出展と評価がさらなる製品開発と市場競争を促進
し、来場者やメディア報道を通じて、ラガービールが伝統的なビール（エール）とは異なる、美味で新鮮かつ良
質なアルコール飲料として中上流階級の人々に広く認知されたことが、ヨーロッパ規模での流行を形成するうえ
で決定的な要因となったことがわかった。このことは、供給面においては技術革新に加え、環大西洋規模での醸
造業者間の流通・情報交換ネットワークの形成、および醸造業者による大衆娯楽施設経営の活発化につながっ
た。その一方で、消費面ではビール消費が娯楽施設において演劇や音楽の大衆化と結びつき、都市の余暇空間と
住民の消費生活に大きな影響を及ぼしたことが明らかになった。さらに本研究を通じて、ビール醸造業者による
大衆娯楽への投資規模が当初予想していたよりも遥かに大きかったことが判明し、娯楽消費の大衆化におけるラ
ガービールと醸造業の歴史的意義を再定位しうる可能性が浮上した。今後、この論点に関する考察を深めること
により、消費史研究において強調されてきた百貨店や博覧会と並び、ラガービールの重要性を提起する展望が開
かれた。

背景および目的

　近代ヨーロッパ消費史研究では、19世紀後半の都市における娯楽消費の大衆化が中心的課題とされてきた。万
国博覧会はその画期のひとつと位置づけられ、非日常的な娯楽空間の中で新奇かつエキゾチックな製品の展示を
通じて階層横断的な流行を生み出したと理解されている。その一方で、同じく万博を契機に一大流行を巻き起こ
しながら、等閑に付されてきた伝統製品がある。ビールである。1873年のウィーン万博に現地のビール醸造業者
たちが出展したラガービールは、伝統的なエールに比して品質面で高い評価を受け、従来「労働者の栄養源」と
みなされていたビールを富裕層や中間層に浸透させる重要なきっかけとなった。ヨーロッパに在来の製品が、大
衆的な娯楽商品として再発見されたのである。さらにウィーン万博は、各国の醸造業者が知見を交換する場（「国
際ビール醸造業者会議」）を提供し、ラガービールのヨーロッパ内外への普及を後押しした。これまでこのプロ
セスは、もっぱら生産技術の革新の側面に焦点を当てて紹介されてきたが、本研究では、ラガービールが消費者
によってどのように意味づけられ、いかに需要を拡大し、ビール産業の成長を介してどのように都市の消費構造
と空間編成を変容させたのかという点を考察した。それにより、万博を契機とするラガービールの大衆娯楽化の
過程を実証的に解明し、近現代消費社会の誕生の一端をビールの供給・需要の動向を架橋しつつ明らかにするこ
とを目的とした。
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方法

　本研究では、実証的な歴史学研究の立場から、未公刊一次史料や同時代文献を読解・分析する方法を取った。
1873年ウィーン万博の開催の経緯に関しては、主にオーストリア国家文書館所蔵の 1873年ウィーン万博関連資
料（図 1）を使用した。ウィーン万博に出展したビール醸造業の事例としては、現在も生産を続ける「シュヴェ
ヒャト醸造所」（旧クライン・シュヴェヒャト醸造所）を取り上げた。資料調査の過程で、醸造所の移築により
19世紀の経営史料の大部分が廃棄されたことが判明したため、ウィーン郷土史研究者 A・パレチュニー氏が収集
した同醸造所関連の史料コレクションを利用した（図 2）。このコレクションには、シュヴェヒャト醸造所が
ウィーン市内に開業したカフェ、酒場、遊園地に関する経営史料が含まれており、19世紀末ウィーンの娯楽空間
の展開を分析することができた。ラガービールに対する消費者の反応に関しては、主に一橋大学社会科学古典資
料センター所蔵の「メンガー文庫」に含まれる、ウィーン万博の報告書を用いた（図 3）。
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図 2．
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（完）

図 3．

結果および考察

　本研究で得られた知見は以下の 3点にまとめられる。
（１）ウィーンの醸造業者が開発したラガービール製品は、伝統的なエールに比してはるかに美味、爽快で不快
な酩酊を招かない飲料と消費者から受け止められたことがわかった。また、ビールが全面的に新奇でエキゾチッ
クな消費財ではなく、消費者にとってはなじみ深く、それでいて高度な品質改良がなされていたがゆえに消費者
にいち早く浸透し、流行を形成したことも判明した。その結果、もともとワイン消費が中心だったウィーンにお
いて、ビールの年間 1人当り消費量がワインを大きく上回るようになったのである。
（２）1873年ウィーン万博は、ビール醸造業者が消費者のフィードバックを得る絶好の機会となるとともに、醸
造業者、科学者、技術者のネットワーク形成の起点ともなり、醸造業の飛躍を促したことがわかった。これによ
り、大陸ヨーロッパ最大の醸造所に成長したシュヴェヒャト醸造所は、ウィーン内外で無数の飲食店や娯楽施設
に直接・間接の資本投下を開始し、世紀転換会にはウィーンの複数の大規模娯楽施設の経営に関与していたとの
知見が得られた。
（３）上記（２）の動向は、他の多くの醸造業者にも共通し、プラーター公園をはじめとするウィーンの娯楽空
間を劇的に拡張した。それにより、ウィーンがブダペシュトとならぶ大衆娯楽の一大中心地を形成する一助と
なったことが明らかになった。
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